
教育課程編成の方針（カリキュラム・ポリシー）  

 
 
【事業創造学部】  
① 日本語による文章表現や口頭表現の能力と外国語によるコミュニケーション能力及 
び情報活用や情報管理の能力を高める科目を配置する。  
② 職業人として必要な職業意識や職業観と規範意識及び職業選択力や生涯学習力と現 
代社会に関する幅広い知識を理解する科目を配置する。  
③ 経営の意義や役割と企業経営の管理や組織に関する理解及び経営倫理と経営に関連 
する経済や法律の知識を身に付ける科目を配置する。  
④ マーケティングの意義や役割についての理解とマーケティング活動を適切かつ計画 
的に行うための能力を身に付ける科目を配置する。  
⑤ 会計の意義と役割や目的と分類、会計の仕組みについての理解とともに、適正な会 
計処理を行うための能力を身に付ける科目を配置する。  
⑥ 顧客満足を実現することの重要性について理解するとともに、商品を企画・開発し、 
販売活動を行う能力を身に付ける科目を配置する。  
⑦ 起業、事業承継、企業内起業に関する知識の理解と地域産業が果たす役割や現状と 
課題などに関する知識を身に付ける科目を配置する。  
⑧ 経営管理、マーケティング、会計に関する知識と技術を実践的な活動を通して、総 
合的に応用できる能力を身に付ける科目を配置する。  
⑨ 地域資源を商品開発に活用するための知識や方法と高い付加価値を生み出すための 
問題を解決する考え方を身に付ける科目を配置する。  
⑩ 地域資源を活用した新商品や新サービスの企画・開発に関する体験を通し、講義や 
演習で得た知識と技術の総合化を図る科目を配置する。 
 
【情報学部】 
①「基礎科目」として、現代の経済・社会・科学に関する幅広い知識を学ぶ科目、大学での
学修法、リテラシ、コミュニケーション力、職業観、職業選択力、規範意識、生涯学習力を
身に付けるための科目、および外国語コミュニケーション力を身に付けるための科目を配
置する。 
②「職業専門科目」として、情報技術の基礎となる理論を身に付けるための科目、情報シス
テム・サービスの構築・運用のための技術、設計法、安全性確保のための技術・法律・倫理
の基礎を身に付けるための科目、技術を実社会へ適用するための応用力・実践力を身に付け
るための科目、最先端技術に触れるための科目を配置する。 
③「展開科目」として、地域社会と産業界の現状を理解し、課題解決法を学ぶための科目、



市場把握、経営戦略の手法を学ぶ科目を配置する。 
④「総合科目」として、新商品や新サービスの企画・開発に関する体験を通し、講義や演習
で得た知識と技術の総合化を図る科目を配置する 
 
【アニメ・マンガ学部】 
①日本語による文章表現や口頭表現の能力と外国語によるコミュニケーション能力及び情
報活用や情報管理の汎用的技能を高める科目を配置する。 
②職業人として必要な職業意識と社会的・職業的自立を可能とする技能及び教養を身に付
け、また生涯学習力や現代社会に関する知識を理解する科目を配置する。 
③アニメ・マンガ分野について、芸術表現上の位置付けを理解するとともに、その創作を支
える基礎となる幅広い知識・技術について論理的に理解し、アニメ・マンガ分野を探求する
思考力を身に付ける科目を配置する。 
④アニメ分野の理論学修と実務に則した技術を修得する中で、学修した理論の実証を行い、 
創作活動における作品表現上の課題、技術的課題に取り組む事ができるよう、理論とそれに
裏付けされた実践力を身に付ける科目を配置する。 
⑤マンガ分野の理論学修と実務に則した技術を修得する中で、学修した理論の実証を行い、
創作活動における作品表現上の課題、技術的課題に取り組む事ができるよう、理論とそれに
裏付けされた実践力を身に付ける科目を配置する。 
⑥キャラクターデザイン分野の理論学修と実務に則した技術を修得する中で、学修した理
論の実証を行い、創作活動における作品表現上の課題、技術的課題に取り組む事ができるよ
う、理論とそれに裏付けされた実践力を身に付ける科目を配置する。 
⑦物語芸術に関する興味と探求心を掻き立てる学びを通し、アニメ・ マンガ分野の新たな
価値を創造することに貢献するための科目を配置する。 
⑧企画プロデュースに関する知識と技術、作品の企画から制作までを俯瞰できる能力や、製
作者との創造的な関係を構築するための科目を配置する。 
⑨修得した知識・技術を商業活用するための編集・加工・情報技術の実践力と応用力を身に
付ける科目を配置する。 
⑩アニメ・マンガ分野の作品制作や企画プロデュース及び物語芸術の体験を通し、講義、演
習、実習で修得した知識と技術・技能の総合化を図り、新たな価値の創造や研究を行う科目
を配置する。 


